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お෦԰ʹ௚઀お࢕いすΔ࣏ྍӃ͸ごଘ஌です͔ʁ
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しびれや痛み、
　　あきらめていませんか？
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自動車保険!! 見直しませしませし んか?自動車保険!! 見直しませんか?
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も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
。
コ
ロ
ナ
禍
の
暗

く
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
、「
今
年
こ
そ
は
」
と

計
画
を
立
て
ら
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
▼
コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
の
風
向
き
が

変
化
。
近
所
付
き
合
い

が
ま
ず
ま
す
希
薄
に
な

り
、
お
土
産
を
配
り
歩
く

昔
な
が
ら
の
習
慣
が
廃
れ

て
き
て
い
る
と
耳
に
し
ま

し
た
。
一
方
で
増
え
て
い

る
の
が
「
自
分
へ
の
ご
褒

美
」
需
要
▼
特
別
な
旅
の

１
日
を
振
り
返
り
、
思
い

出
に
浸
れ
る
よ
う
な
逸
品

を
求
め
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
皆
さ
ま
良
い
旅
を

注 目 の ブ ラ ン ド

…

着 方 教 室
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●閉店セール（改装期間：5/22~1 カ月間）
改装中、着物丸洗いと小物販売はいたします。
●新作「注染浴衣発表会」

●新作「注染浴衣発表会」
●夏キモノ展

いわき・南相馬・相馬
63,000部発行

ಡऀͱͭ る͘৘ใࢴこ 　　 　　こ2023
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毎月第４月曜日発行
˗ΪϟϥϦʔ৘ใ　     （２໘）
˗ੈքの一ഋ　　　    （３໘）
˗γχΞの̨ ̨̣ （３໘）　࠲ߨ
˗य़の行ָಛू　　　（４໘）
˗ֆखࢴεέον   （̒໘）
˗๽とਫのੈք　　　 （̒໘）
˗日ຊのਆ෹઎い　　 （７໘）

໘ࢴ月のࠓ

いわき市ฏதٶࣈࢁԼ81൪஍  IUUQTࠤ���ຑྮٱਆࣾ�KQ
TEL0246-28-4158（ܞଳ0�0-6688-1178） FAX0246-28-0555

樹木葬
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神葬祭

わがやのアイドル自慢のペット集合！！
㊨
コ
テ
ツ

５
歳･

♂･

ミ
ニ
シ
ュ
ナ

遊
ぶ
事
と
キ
ュ
ウ
リ

大
好
き

㊧
ペ
ヤ
ン
グ

４
歳･

♂･

ミ
ニ
シ
ュ
ナ

寝
る
事
と
食
べ
る
事

大
好
き

い
わ
き
市
コ
テ
ペ
マ
マ

㊧くるみ
5 歳･♀･ビションフリーゼ

㊨みるく
5 歳･♂･ビションフリーゼ

「いつも仲良し双子です！食べるの大好き♡」
飼い主 : あや　いわき市
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ΪϟϥϦー৘ใ Π̱ϕϯτҊ಺

খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

山形県鶴岡市の伝統工芸「しな織」のタペストリー、帽子、バッグ
など涼しげな逸品たちを展示販売。10:00 ～ 18:00（最終日は 17:00）

伝統的工芸品

しな織逸品展
ೖ場ແྉ
02�6����0���5/４ → 15

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示販売。
季節ごとのキルト作品の展示も。火、水曜定休。10:00 ～ 16:00

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
02�6��6��0014/24→ 4/29→5/7

星野就久作陶展

栃木県芳賀郡在住星野さんの窖窯焼成の
陶作品、山野草の植器を展示。４月 29,30
日、５月７日在廊。11:00～ 19:00｡水曜定休

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1

5/13→21
長谷川浩子木彫新作展

内在する暖かさや柔らかさが伝わって
くる木彫作家の２年ぶりの新作展。5月
13、14 日在廊。11:00～ 19:00｡水曜定休

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1 ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

大久町の陶芸家新谷辰夫さんの同廊で３年ぶり
となる作品展。大皿などの食器から大壺まで約
300点を展示する。10:30～16:30（最終日15:00）。

2023新谷窯展
ೖ場ແྉ
090��6���9�275/11 → 15   

　　→6/4
クレパス画名作展 

クレパスの開発と普及にかかわった画家山本鼎、
梅原龍三郎 , 小磯良平、岡本太郎らのクレパス
画の名品を紹介。9:30 ～ 17:00。毎週月曜休館

いわき市ཱඒज़ؗ

Ұൠ ̎ ̎̌ ԁ
02�6�2��1111 

いわき市平字ಊࠜ町 ���

　　→6/4

ニューアートシーンいわき　　　　　

                         森口美樹展 ʕ明日の約束―

　いわきを拠点に作品を制作 , アリオスペーパー
　の表紙にも作品を寄せた森口美樹の世界を紹
　介する。9:30 ～ 17:00。毎週月曜休館。

いわき市ཱඒज़ؗ

ೖ場ແྉ
02�6�2��1111 

いわき市平字ಊࠜ町 ���

        →6/25

　　　 草野心平生誕120周年記念企画　　　
　　草野心平の詩 海は己れの海鳴りをきき

生誕 120 周年を迎える心平の「海」を主題にした
詩篇のほか、故郷いわきや国内外の海についてふ
れた随筆等を紹介。9:00 ～ 17:00。月曜休館。

૲໺৺平ه೦จֶؗ

ཡྉҰൠ��0ԁ؍
02�6����000�

いわき市খ઒町ߴഡԼ༑ಓ 1��9

5/25→29
鈴木儀一水彩・油彩絵画展

　旅先や身近な風景を描いた 40 点を展示。28 日
　13:00 ～はフォークソング＆ギターのミニコン
　サートも。10:30 ～ 17:00。（最終日 16:00 まで）

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ場ແྉ
090��6���9�27　

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

5/20→28
橋本広喜 墨彩画 

版　画展

水墨画に色彩を施す墨彩画というジャンルで
福島の風景を描き続ける画家橋本さんの同ギャ
ラリー３回目の企画展。11:00 ～ 18:00

ΪϟϥϦʔ̜ɽ̩ ̤̤

ೖ場ແྉ
090�19�6�666�

૒༿܊ೂ༿町େ୩৊ಥಊ �ʵ1

市฻Β͠ͷ఻ঝڷ いわき市தԝ୆県ӦいわきެԂ内

江戸時代の磐城平城が描かれた城絵図や城下
絵図を展示し、年中行事や人々の暮らしを紹
介。9:00 ～ 17:00（入園～ 16:30）。火曜休園

磐城平城の絵図と城下の年中行事
ೖ場ྉҰൠ��0ԁ
02�6�29�22�0　　→6/18

山名菅村
―表現を愉しんだ人格者ー

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ いわき市໪དྷ町ؔా௕୔6�1

俳人・教育者・歴史家・神社宮司など多彩な顔を
持った菅村の日記や原稿、油絵、愛用品で 70 余
年の軌跡をたどる。9:00 ～ 17:00。第 3水曜休館

Ұൠ��0ԁ
02�6�6��6166           →8/27

優
等
生
だ
っ
た
は
ず
だ
ヨ
卵
さ
ん

「
卵
さ
ん
か
ら
卵
様
に
な
り
ま
し
た
」

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
向
か
い
の
山
で
巣
立
つ
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
61
歳
・
常
磐
）

お
前
も
か
値
上
げ
の
仲
間
卵
さ
ん

巣
立
つ
日
が
悲
喜
交
々
の
親
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
布
施
敏
家
・
73
歳
・
泉
）

卵
子
食
べ
日
々
健
康
の
老
女
（
わ
れ
）
う
れ
し

孫
に
手
振
る
学
業
終
え
て
巣
立
ち
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
ず
や
・
82
歳
・
内
郷
）

貴
重
品
糠
に
入
っ
た
卵
飯

笑
顔
見
せ
巣
立
つ
若
者
気
概
良
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
康
浩
・
81
歳
・
平
）

キ
ン
タ
マ（
金
の
卵
）は
ひ
わ
い
な
こ
と
ば
で
な
い

ん
だ
よ
「
金
の
卵
と
言
わ
れ
平
駅
か
ら
就
職
列
車
で
上

野
駅
ま
で
。
オ
ー
イ
元
気
か―

。
あ
い
た
い
な
〜
。
」

中
卒
で
巣
立
っ
た
君
よ
ど
う
し
て
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
寄
隆
司
・
73
歳
・
好
間
）

卵
焼
き
運
動
会
の
お
楽
し
み

巣
立
ち
ゆ
く
嬉
し
と
不
安
入
り
交
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
じ
い
・
71
歳
・
泉
）

令
和
で
は
０
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
霧
馬
卵
焼
き

「
昔
は
巨
人
大
鵬
卵
焼
き
で
し
た
」

孫
巣
立
ち
笑
み
忘
る
な
と
爺
願
う

「
社
会
人
１
年
生
へ
の
孫
娘
へ
」
（Isao

・
84
歳
・
勿
来
）

優
等
生
だ
つ
た
は
ず
だ
よ
卵
の
値

子
ら
巣
立
つ
期
待
不
安
を
胸
に
秘
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
将
行
・
81
歳
・
小
名
浜
）

厚
焼
き
も
薄
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た
め
玉
子
焼
き

世
界
一
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つ
若
人
頼
も
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ゆ
き
・
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歳
・
平
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「
た
ま
ご
」二
個
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分
け
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の
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つ
子
よ
ま
ぶ
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く
も
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く
も
あ
り
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女
・
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歳
・
常
磐
）

昭
和
期
金
の
卵
が
屋
台
骨

「
か
あ
ち
ゃ
ん
」と
言
え
ず
巣
立
つ
汽
車
の
窓
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平
間
勝
成
・
71
歳
・
南
相
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老
い
膳
卵
の
メ
ニ
ュ
ー
外
さ
れ
る

巣
立
つ
子
等
知
る
や
親
心
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猪
狩
泰
英
・
84
歳
・
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異（
い
）な
る
顔
並
ん
だ
卵
差
別
な
く

巣
立
つ
子
の
次
が
お
ら
ず
に
閉
じ
る
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
妻
吉
人
・
66
歳
・
川
前
）

期
待
す
る
医
師
看
護
師
の
卵
た
ち

希
望
す
る
社
会
に
向
い
巣
立
ち
行
く

「
馴
れ
る
ま
で
大
変
だ
と
思
う
医
師
の
上
に
も
三
年

エ
ー
ル
送
る
」
　
　
　
　
　
（
木
田
ト
キ
・
84
歳
・
平
）

鶏
に
な
り
沢
山
卵
を
産
ん
だ
夢

「
コ
ッ
コ
ッ
高
〜
騰
」

孫
巣
立
つ
小
鳥
の
よ
う
に
軽
や
か
に

「
大
学
卒
業
ま
で
の
親
の
苦
労
も
ど
こ
へ
や
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ジ
ェ
ー
ン
・
79
歳
・
小
浜
）

値
上
が
り
も
卵
コ
ー
ナ
ー
人
だ
か
り

幼
少
の
想
い
出
残
し
子
ら
巣
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
ヤ
ス
さ
ん
・
73
歳
・
四
倉
）

日
々
食
す
卵
の
値
上
げ
痛
し
か
な

巣
立
つ
君
応
援
す
る
よ
桜
と
と
も
に

                                  

　
　
（
ヨ
シ
ミ
・
��
歳
・
四
倉
）

そ
の
昔
金
の
卵
と
送
り
出
し

巣
立
つ
子
に
子
離
れ
で
き
ず
す
が
り
泣
く

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
柴
田
秀
美
・
78
歳
・
南
相
馬
）

冷
蔵
庫
開
け
れ
ば
納
豆
卵
だ
け

娘
（
こ
）
も
孫
も
巣
立
ち
残
っ
た
老
い
二
人

                                      

（
賀
沢
金
一
・
87
歳
・
四
倉
）

卵
な
ら
ぼ
く
の
得
意
は
目
玉
焼
き

カ
ラ
ス
の
子
巣
立
つ
前
に
さ
わ
ぐ
親

                                      

（
高
木
一
・
86
歳
・
小
名
浜
）

う
ま
か
っ
た
あ
の
こ
ろ
食
べ
た
卵
か
け

巣
立
ち
孫
教
え
て
も
ら
う
事
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
妻
節
子
・
86
歳
・
南
相
馬
）

卵
と
じ
名
前
だ
け
で
す
正
油
味

巣
立
ち
ゆ
く
我
が
子
へ
の
未
来
果
て
し
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
プ
ー
マ
マ
・
73
歳
・
常
磐
）

卵
焼
き
ニ
ラ
入
料
理
完
璧
よ

年
重
ね
、
巣
立
は
無
理
よ
星
に
な
る

                                      

（
木
田
チ
ヨ
・
87
歳
・
常
磐
）

毎
月
の
厚
焼
き
タ
マ
ゴ
あ
り
が
と
う

夢
抱
き
一
人
暮
ら
し
へ
巣
立
つ
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
馬
ア
サ
子
・
71
歳
・
平
）

茹
卵
萌
え
て
噎
（
む
せ
）
ぶ
生
き
地
獄

恋
い
焦
し
娘
（
次
女
）
が
巣
立
つ
夢
を
見
る

「
長
女
・
三
女
の
順
に
、
い
つ
次
女
に
幸
あ
り
か
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
テ
ェ
さ
ん
・
68
歳
・
錦
）

少
子
化
で
金
の
卵
の
風
を
生
む

巣
立
ち
の
日
言
葉
と
歌
に
涙
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
野
尚
之
・
78
歳
・
明
治
団
地
）

子
沢
山
卵
厚
焼
一
し
ゅ
ん
に

一
人
前（
ひ
と
り
ま
え
）な
っ
て
や
っ
と
こ
殻
の
外

「
人
は
ど
ん
な
職
で
も
一
人
前
に
な
て
親
方
の
卵
殻
を

離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
石
井
利
水
・
96
歳
・
勿
来
）

我
が
飼
い
し
鶏
は
今
朝
初
卵

ま
だ
先
と
思
い
し
我
が
子
も
う
巣
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
西
山
武
雄
・
79
歳
・
四
倉)

卵
割
れ
黄
色
い
ヒ
ヨ
コ
顔
を
出
し

巣
立
つ
時
飛
ん
で
見
せ
て
る
親
ツ
バ
メ

「
１
日
目
は
巣
と
電
線
で
特
訓
、
２
日
目
は
旅
立
ち
ま

し
た
」
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
紀
・
81
歳
・
内
郷
）

歯
を
白
く
髪
の
毛
増
や
す
卵
か
ら

「
試
し
て
み
た
い
が
？
」

巣
立
つ
孫
医
療
関
連
大
学
へ

「
爺
婆
の
こ
と
考
え
て
か
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
久
間
宏
邦
・
79
歳
・
南
台
）

値
上
げ
で
も
欠
か
せ
ぬ
朝
の
目
玉
焼
き

巣
立
っ
て
も
お
ま
え
の
居
場
所
と
っ
て
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
治
郎
・
83
歳
・
勿
来
）

わ
が
娘
い
つ
も
夕
飯
卵
か
ら

末
小
鳥
ど
こ
へ
巣
立
っ
て
行
っ
た
や
ら
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
向
き
・
62
歳
・
四
倉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ʲืɹूʳฤूࣨͰ͸ɺ઒༄Λืू͍ͯ͠·͢ɻ͓ ୊͸「傘」「にぎる」。͓ܰؾʹฤूࣨ·Ͱʢຊ̓ࢴ໘ࢀরʣɻ
ࢯ˞ ʢ໊·ͨ͸ϖϯωʔϜʣɺॅ ॴɺ೥ྸ΋ఴ͍͑ͯͩ͘͞ɻ̑ ݄̔೔ʢඞணʣ。

お

題

「
卵
」「
巣
立
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



(3)

・ଠ田裕ඒの໦໖のϋンカチーフ。若いころから
　のࢥい出とύϫーになりました。
　　　　　　　　　　　　（男性・65歳・౦田）
・υリカϜの「Կ౓でも」（男性・73歳・好間）
・「Ֆは咲く」                 	女性・81歳・四倉）
・β・ビーτルズ。いͭ聞いても৽઱ʂ
　　　　　　　　　　　　　（男性・64歳・ۋ）
・「੨春時୅」               （男性・64歳・಺ڷ）
・Ａ̞の「みんながみんなӳ༤」
　　　　　　　　　　　　（女性・74歳・২田）
・দ山ઍ春の「௕い໷」（男性・73歳・小名浜）
（女性・73歳・平）　　　　「ってདྷいΑؼ」・
・ラδオからྲྀれる歌ག曲、ԋ歌が৺を和΍かに
　し೰みをਧっඈ͹せてくれるので大好きです。
　　　　　　　　　　　　（女性・77歳・常磐）

・δャχーズの「ྦくんさΑなら」です。շ׆な
　曲ではないですが、ྦもろい私にはなͥか元気
　をもらえる曲です。　　（女性・6�歳・಺ڷ）
・「্を޲いて歩こう」（女性・81歳・南相馬）
は̨̗̩が大好きなので̨̗̩の曲を聞いてࠓ・
　います。　　　　　　　（女性・44歳・石森）
・ԋ歌「๺のړ৔」。　（男性・8�歳・小名浜）
・٢田୓郎さんのフΥークιング。ֶੜのころか
　らカセッτテープをߪೖ。ௌいては歌い、元気
　をもらっていました。時୅のྲྀれですね。好き
　な曲は「ۗীິ」「݁ࠗしΑうΑ」「ཱྀの॓」
　なͲ。　　　　　　　　（男性・68歳・ۋொ）
・υリーϜズカϜτΡルー。4�年ۙくのフΝンで
　ຖ೔ௌいて元気をもらっています。
　　　　　　　　　　　　　（女性・48歳・平）

【テーマ】
あなたを元気にする音楽は 

・δェロ「ւઇ」。　　 　　（男性・71歳・平）
・歌えるԻָ。　　　　 　　（男性・63歳・平）
・Ώͣ「栄ޫのՍ͚ڮ」 （女性・71歳・南相馬）
・༊してくれるのはಐག΍قઅの歌でしΐうか。
　家ࣄをしながら気が෇くとͮޱさんでいます。
　　　　　　　　　　 （女性・76歳・໌࣏ஂ地）
・桜のೖっている歌です。͋とはいͭもいろんな
　Իָを聞いています。　
　　　　　　　　　　　 （女性・5�歳・小名浜）
・ੲ懐かしいত和の歌です。（女性・64歳・平）

の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

☟☠☤

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
時

間
で
消
え
て
し
ま
う
ス
ト

ー
リ
ー
ズ
に
ハ
イ
ラ
イ
ト

を
設
置
す
る
こ
と
で
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
に
投
稿
を
固
定

で
き
ま
す
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
場
所

は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
画
面

の
自
己
紹
介
文
の
下
。
丸

い
ボ
タ
ン
が
並
ん
で
い
る

の
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
。

参
考
ま
で
に
、
今
回
の
連

載
の
イ
ラ
ス
ト
に
私
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
掲
載
し
ま
す
の
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
、
私
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を

確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
作
成
方

法
は
２
つ
。
１
つ
目
は
過

去
の
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
投
稿

を
使
用
す
る
方
法
で
す
。

手
順
１
自
己
紹
介
文
の

下
の
新
規
と
書
か
れ
て
い

る
＋
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
。

手
順
2
過
去
の
ス
ト
ー

リ
ー
ズ
投
稿
の
一

覧
か
ら
ハ
イ
ラ
イ

ト
に
し
た
い
投
稿

を
選
択
し
、
次

へ
ボ
タ
ン
を
タ
ッ

プ
。手順

３
タ
イ
ト

ル
を
入
力
。

手
順
４
カ
バ
ー

を
編
集
と
い
う
ボ

タ
ン
を
タ
ッ
プ
す
る
と
表

紙
を
作
成
で
き
ま
す
。

手
順
5
追
加
ボ
タ
ン
を

タ
ッ
プ
す
る
と
ハ
イ
ラ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

も
う
1
つ
は
、
投
稿
中

の
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
か
ら
作

成
す
る
方
法
で
す
。

手
順
１
投
稿
中
の
ス
ト

ɹɹܧଓͨ͠৘ใఏ͕ڙՄೳͳ
�ΠϯελάϥϜͷϋΠϥΠτػೳ

【
講

師
】
久
野

雅
己

ー
リ
ー
ズ
を
開
く
。

手
順
２
画
面
下
ハ
イ
ラ

イ
ト
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
。

手
順
３
既
存
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
を
選
択
し
追
加
す
る

か
新
規
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
選

択
し
追
加
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
に
設
置
し

た
あ
と
、
削
除
す
る
方
法

は
以
下
の
通
り
で
す
。

手
順
１
ハ
イ
ラ
イ
ト
に

設
置
し
た
投
稿
を
タ
ッ
プ

手
順
２
右
下
の
「
そ
の

他
」
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ

手
順
３
ハ
イ
ラ
イ
ト
か

ら
削
除
を
タ
ッ
プ
。

ハ
イ
ラ
イ
ト
か
ら
削
除

さ
れ
て
も
元
の
投
稿
は
削

除
さ
れ
ず
に
残
っ
て
ま

す
。24

時
間
で
非
表
示
に
な

っ
た
投
稿
の
中
で
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
情

報
を
継
続
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き

ま
す
の
で
、
ハ
イ
ラ
イ
ト

機
能
を
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て

下
さ
い
。

世界の一杯

Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
中
、
メ

ジ
ャ
ー
が
開
幕
。
大
谷
翔
平
選
手
が
所

属
す
る
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
試
合
を
追
っ
て

い
る
日
々
で
す
。
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
本
拠

地
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
爆
発
的

な
人
気
と
な
っ
た
次
世
代
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
「
ハ
ー
ド
セ
ル
ツ
ァ
ー
」
を
ご
存

知
で
す
か
？

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
爽
快
感
あ
ふ
れ
る

新
カ
テ
ゴ
リ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
セ
ル
ツ
ァ
ー
は
ア
ル
コ
ー
ル

入
り
の
炭
酸
水
で
す
。
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
に
対
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
意
味
す
る

「
ハ
ー
ド
」
と
、
炭
酸
水
を
意
味
す
る

「
セ
ル
ツ
ァ
ー
」
を
組
み
合
わ
せ
た
言

葉
だ
と
い
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
セ
ル
ツ
ァ

ー
は
、
原
則
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
由
来

の
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
、
フ
ル
ー
ツ

フ
レ
ー
バ
ー
を
つ
け
ま
す
が
、
味
わ
い

に
甘
み
は
無
く
ス
ッ
キ
リ
。
ラ
イ
ト
な

飲
み
口
が
特
徴
で
す
。
グ
ル
テ
ン
フ
リ

༌入඼ʢࠨʣ΍ࠃ಺੡଄ʢӈʣなͲɺ
छྨ΋๛෋ɻͥͻɺ͓͠ࢼΛɻ

－ 74－

・アルコール入り
　炭酸水で乾杯！

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
42歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

参考までにＱＲコードから
ハイライトをご確認ください

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の
趣味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族
と情報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

ー
、
低
カ
ロ
リ
ー
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
と

い
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
さ
か
ら
、
数
年
前
に

ア
メ
リ
カ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
特
に
西
海

岸
で
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
の
で
す
。

日
本
で
も
昨
年
あ
た
り
か
ら
、
じ
わ

り
と
注
目
さ
れ
て
い
る
印
象
。
市
内
の

リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
も
、
缶
チ
ュ
ー
ハ

イ
コ
ー
ナ
ー
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
ハ

ー
ド
セ
ル
ツ
ァ
ー
と
知
ら
ず
に
飲
ん
で

い
る
か
た
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
ク
リ
ア
で
、
爽
快
な
飲
み
口
に

驚
き
で
し
た
。
こ
れ
を
飲
み
な
が
ら
、

熱
い
野
球
観
戦
な
ん
て
最
高
で
す
ね
。

『
今
年
は
ち
が
う
ぞ
エ
ン
ゼ
ル
ス
』
略

し
て
『
こ
ち
エ
』
で
応
援
し
ま
し
ょ
♪

ハ
ー
ド
セ
ル
ツ
ァ
ー
で
〝
こ
ち
エ
〞

ͻ͞ͷɾま͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰͍߹Θͤ

‎

先
日
、
あ
る
新
聞
の
記

事
を
読
ん
で
い
た
ら
あ
る

30
代
の
女
性
か
ら
「
死
が

怖
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
旨
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
「
昨
年
、
私
を

か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
祖

母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
特

に
そ
の
気
持
ち
が
強
く

な
っ
て
き
て
、
人
間
は
死

ん
だ
ら
〝
無
〞
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
、
夜
間
一
人

に
な
る
と
恐
怖
感
で
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
り
そ
う
」
と

い
っ
た
内
容
で
し
た
。

死
へ
の
恐
怖
に
悩
み
苦

し
む
人
は
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
私
は
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
し
て
、

「
何
も
心
配
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
断
言
し

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間

に
は
〝
死
〞
と
い
う
も
の

は
な
く
、
霊
界
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
移
行
し
て
第
二
の

人
生
が
待
っ
て
い
る
の
で

す
。
人
間
は
肉
体
と
幽
体

と
霊
体
と
魂
が
融
合
し
て

生
き
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
世
に
誕
生
と
同
時
に

肉
体
に
栄
養
を
補
給
し
て

活
力
が
み
な
ぎ
り
、
若
さ

を
保
ち
つ
つ
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
で
す
が
、
40
代

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
徐
々

に
エ
ー
テ
ル
体
（
幽
体
と

霊
体
と
魂
の
総
称
）
に
養

分
が
補
給
さ
れ
て
い
き
、

死
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

そ
れ
が
老
化
現
象
な
の
で

す
。そ

し
て
、
時
期
が
き
て

死
を
迎
え
ま
す
と
、
今
ま

で
使
用
し
て
い
た
肉
体
は

捨
て
去
り
、
エ
ー
テ
ル
体

だ
け
が
霊
界
に
移
行
す
る

の
で
す
。
そ
れ
ら
は
液
状

体
で
あ
り
、
波
長
は
違
う

だ
け
で
現
世
の
時
と
同
じ

実
体
が
あ
り
、
そ
こ
で
現

世
で
の
体
験
を
も
と
に
、

親
和
性
の
あ
る
霊
人
達
と

永
遠
に
生
活
を
共
に
し
な

が
ら
生
き
て
い
く
の
で

す
。
だ
か
ら
絶
対
に
無
に

な
る
事
が
な
い
の
で
す
。

人
間
に
は
な
ぜ
感
情
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な

ぜ
善
悪
を
判
断
す
る
理
性

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ら
は
全
て
自
然
の
摂

理
と
し
て
、
人
間
を
創
造

な
さ
れ
た
宇
宙
の
神
様
に

よ
っ
て
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、

現
世
で
の
生
活
が
影
響
し

ま
す
の
で
、
優
し
さ
や
思

い
や
り
等
、
人
間
性
を
高

め
る
人
生
を
送
る
事
が
大

切
な
の
で
す
。
利
己
的
な

人
間
は
そ
れ
な
り
の
境
遇

を
与
え
ら
れ
ま
す
。
死
ん

だ
ら
お
終
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
死
ん
だ
こ
と
に
気

付
か
ず
に
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
〝
人
間
は
な
ぜ
現
世

に
生
ま
れ
て
来
る
の
で

し
ょ
う
か
〞。
そ
れ
は
人

間
界
を
通
し
て
様
々
な
艱

（
か
ん
）
難
辛
苦
の
体
験

を
し
て
喜
怒
哀
楽
の
生
活

を
送
り
、
自
分
自
身
を
磨

き
、霊
的
成
長
を
図
っ
て
、

霊
界
に
戻
っ
て
い
く
の
で

す
。
霊
界
で
は
あ
な
た
と

縁
の
あ
る
先
人
た
ち
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

現
世
で
い
た
と
き
に
あ
な

た
の
人
生
に
か
か
わ
っ
て

あ
な
た
を
見
守
っ
て
い
た

霊
人
た
ち
な
の
で
す
。
だ

か
ら
あ
な
た
は
決
し
て
一

人
で
は
な
い
の
で
す
。
希

望
を
持
っ
て
生
き
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

ࢮ
͕
ා
͘
ͯ
ͨ
·
Β
ͳ
͍

úú

ʲϓϩϑΟϧʳ
լ ޭ（͕͠・い͓͞）ࢤ
1�42年ɺいわき市޷間町生·ΕɻεϐϦνϡΞ
Ϧετɻ201� 年ʹʰ਺ʑのਆൿ体ݧと৺ྶと
のग़ձい（ɦจܳ ・ࣾ700円�੫）Λग़൛ɺد࠷Γ
のॻళɺΠϯλʔωοτ௨ൢ౳Ͱൢചͯ͠いΔɻ

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界
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・ベンチャーズですね。
                          （男性・73歳・小名浜）
・「行進曲」です。大好きです。
　 ユーチューブで時々聞いています。
　　　　　　　　  （女性・85歳・小名浜）
・二胡の曲を聞くと気持ちが落ち着くので
   好きです。              （女性・62歳・泉）
・懐メロです。特に岡本敦郎さん、藤山一
   郎さんの歌で元気を出しています。
                             （男性・81歳・石森）
・スガシカオのプログレス。この曲はＮＨ
   Ｋ「プロフェッショナル」のテーマ曲で
   この番組から勇気をもらっていました。
   それでこの曲を聞くと元気になります。
                             （女性・68歳・好間）

・加賀大輔作詞。古関裕而作曲「栄冠は君に輝
   く」。聞くと元気が出ます。
                               （男性・72歳・桜が丘）
・浜田省吾さんの「家路」（男性・62歳・四倉）
・水前寺清子さんの「３６５歩のマーチ」。
　　　　　　　　　　　　（男性・78歳・相馬）
・「愛燦々」　　　　　　　（男性・81歳・平）
・「軍艦マーチ」。若いころからの遊技店での
　　聞き慣れです。　　　（男性・72歳・常磐）
・「幸せなら手をたたこう」
　　　　　　　　　　　（女性・76歳・相馬市）

【テーマ】・あなたを元気にする
　音楽は？

【ひとこと】
・私の地区は福寿草が春１番を教えてくれ
　ます。もう咲き終わり、スイセンになり
　ましたが、福寿草は種がこぼれるまでそ
　のままで置きます。種がこぼれて咲くま
　で３～４年の年月が必要です。
　　（女性・74歳・三和）

・クラシック。　　（男性・77歳・南相馬）
・TUBAKI＆ＨＡＮＧ［アイビリーブ」♪
　ユーチューブで聞いてみてください。
　　　　　　　　　（女性・44歳・小名浜）

の
は
少
々
面
倒
な
も
の
で

す
。
水
洗
い
す
る
前
に
、

粉
を
ブ
ラ
シ
な
ど
で
で
き

る
だ
け
取
り
除
か
な
い

と
、
ぬ
れ
た
粉
が
こ
び
り

つ
い
て
な
か
な
か
取
れ
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
粉
ふ
る
い
器

具
の
代
わ
り
に
泡
立
て
器

を
使
う
と
手
軽
に
ふ
る
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
麦

粉
を
使
う
分
量
に
対
し
て

大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
入

れ
、
泡
立
て
器
で
円
を
描

く
よ
う
に
く
る
く
る
と
か

き
回
す
だ
け
。
乾
燥
す
る

特
別
賞

い
わ
き
民
報
の
創
刊
60

周
年
を
記
念
し
、
平
成
18

年
に
創
設
さ
れ
た
「
い
わ

き
民
報
ふ
る
さ
と
出
版
文

化
賞
」
の
受
賞
作
品
が
決

定
し
、
３
月
16
日
に
授
賞

式
が
行
わ
れ
た
。

最
優
秀
賞
の
該
当
作
は

な
く
、
優
秀
賞
に
平
赤
井

字
田
町
、
社
会
福
祉
法
人

い
わ
き
福
音
協
会
名
誉
理

事
長
海
野
（
う
ん
の
）
洋

さ
ん
の
自
分
史
『
山
河
に

戯
れ
る

遠
い
記
憶
の

日
々
』
が
、
特
別
賞
に
は

平
下
高
久
区
発
行
の
地
誌

『
ま
ほ
ろ
ば
の
里

高
久

の
歩
き
方
』が
選
ば
れ
た
。

い
ず
れ
の
作
品
も
、
自

分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る

さ
と
の
よ
さ
を
再
認
識

『
ま
ほ
ろ
ば
の
里
・
高

久
の
歩
き
方
』

・
著

者

下
高
久
区（
代

表
田
仲
久
人
）

・
分

野

地
誌

・
体

裁

Ｂ
５
判
、
横

海
野
さ
ん
自
分
史
に
優
秀
賞

ྩ࿨̐೥౓

し
、
そ
れ
を
後
世
に
語
り

継
ぐ
気
持
ち
を
込
め
て
１

冊
の
本
に
ま
と
め
た
。

優
秀
賞
の
『
山
河
に

戯
れ
る

遠
い
記
憶
の

日
々
』
は
小
説
ふ
う
の
自

分
史
。
主
人
公
〝
涼
〞
少

年
に
自
分
を
重
ね
合
わ

せ
、
海
野
さ
ん
が
実
際
に

体
験
し
た
70
〜
80
年
ほ
ど

昔
の
赤
井
地
区
で
の
思
い

出
を
綴
っ
た
。
空
襲
警
報

で
防
空
壕
へ
逃
げ
込
ん
だ

り
、
川
遊
び
中
に
機
銃
掃

射
に
遭
っ
た
こ
と
。
農
家

で
も
食
う
に
困
っ
た
終
戦

直
後
。
か
つ
て
夏
井
川
に

架
か
っ
て
い
た
人
一
人
が

『
山
河
に
戯
れ
る
―
―

遠
い
記
憶
の
日
々
』

・
著

者

社
会
福
祉
法

人
い
わ
き
福
音
協
会
名
誉

理
事
長

海
野
洋

・
分

野

自
分
史

や
っ
と
渡
れ
る
一
本
橋
や

自
然
豊
か
な
裏
山
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
今
は

な
い
日
曹
赤
井
炭
鉱
、
機

械
化
に
な
る
前
の
米
づ
く

り
の
苦
労
と
喜
び
な
ど
が

描
か
れ
る
。

特
別
賞
に
選
ば
れ
た

『
ま
ほ
ろ
ば
の
里

高
久

の
歩
き
方
』
は
、
市
内
で

も
屈
指
の
文
化
財
の
宝
庫

と
い
わ
れ
る
平
下
高
久
と

そ
の
周
辺
地
域
の
名
所
・

旧
跡
や
文
化
財
、
年
中
行

事
、
歴
史
、
自
然
な
ど
を

貴
重
な
写
真
や
マ
ッ
プ
、

住
民
の
証
言
と
と
も
に
ま

と
め
た
も
の
。
ふ
る
さ
と

の
歴
史
と
文
化
の
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
一
冊
に

な
っ
て
い
る
。

授
賞
式
は
16
日
、
平
字

大
町
の
割
烹
料
亭
正
月
荘

で
開
か
れ
、
関
係
者
ら
が

出
席
。
受
賞
者
に
鈴
木
淳

本
社
社
長
か
ら
賞
状
、
副

賞
が
贈
ら
れ
た
。

組
み
、
１
０
９
㌻
、
並
製

本
（
折
り
込
み
マ
ッ
プ
付

き
）

・
印

刷

平
電
子
印
刷

所・
定

価

１
０
０
０
円

（
税
込
み
）

い
わ
き
民
報
ふ
る
さ
と
出
版
文
化
賞

優
秀
賞

・
体

裁

Ｂ
６
判
、
縦

組
み
、
１
４
５
㌻
、
並
み

製
本
、
折
り
返
し
カ
バ
ー

付
き

・
発
行
日

令
和
３
年
��

月
��
日

・
印
刷
所

八
幡
印
刷

・
定
価

非
売
品

Let's Cook
レシピ紹介

トマトやキュウリ添え  冷たいカレーうどん

˕　　　　　　˕
฻Β͠
　ͷ஌ܙ

粉
を
ふ
る
う

代
わ
り
に

料
理
で
小
麦
粉
を
使
う

時
、
ダ
マ
が
で
き
な
い
よ

う
に
粉
ふ
る
い
や
こ
し
器

な
ど
で
ふ
る
い
ま
す
が
、

使
っ
た
後
で
器
具
を
洗
う

季
節
な
ら
す
ぐ
に
さ
ら
さ

ら
に
な
り
ま
す
。
泡
立
て

器
な
ら
洗
う
の
も
楽
で
す

し
、
粉
を
少
し
足
し
た
い

時
も
、
ふ
き
ん
で
泡
立
て

器
を
拭
け
ば
す
ぐ
に
使
え

ま
す
。
深
め
の
ボ
ウ
ル
を

使
え
ば
粉
も
飛
び
散
り
に

く
く
安
心
で
す
。

た
だ
し
、
ス
ポ
ン
ジ

ケ
ー
キ
の
よ
う
に
繊
細
な

も
の
は
、
目
の
細
か
い
粉

ふ
る
い
器
で
２
〜
３
回
ふ

る
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

こ
の
方
法
は
向
き
ま
せ

ん
。

　ゆでたうどんを冷水で締めてカレーつゆ
であえ、トマトとキュウリを添えた食欲を
そそる一品＝写真＝。
　２人分の材料は、細うどん（乾麺）
３００㌘（蒸し麺なら２玉）、トマト１個（ミ
ニトマトなら６個）、キュウリ２分の１本、
大葉、三つ葉各適量、市販の麺つゆ大さじ
１～２、カレー粉大さじ１。だし＝花かつ
お２０㌘、煮干し粉１０㌘、焼きあご（ト
ビウオの焼き干し）粉１０㌘。
　①細うどんは表示通りの時間でゆで、流
水で手もみ洗いして水を切る。
トマトは水洗いし、へたを取ってさいの目
に切る（汁も捨てずに使う）。キュウリは水
で洗った後、縦の四つ割りにし、斜め薄切
りにする。大葉は千切りにし、水にさらし

て絞る。三つ葉は洗って、一口大に切る。
　②水で締めたうどんに、麺つゆとカレー
粉、だし（粉類）を混ぜ、味をよくなじま
せる。辛さや塩分はカレー粉と麺つゆで調
整する。この時、カレー粉が固まらないよ
うに注意して混ぜよう。
　③氷水や冷蔵庫で冷やしておいた器に②
の麺とトマト、キュウリを盛り、大葉と三
つ葉を散らす。
　好みで、白切りゴマやハムの千切り、モ
ヤシのカレー粉あえ、千切りレタスのマヨ
ネーズあえなどを添えてもおいしい。
                    （栄養士・鈴木秀人）

冷
た
い
カ
レ
ー
う
ど
ん
で

さ
っ
ぱ
り
し
ま
し
ょ
う

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
��
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

料
理
・
土
づ
く
り
・
ゴ
ミ
の
分
別
・
木
工
・
猫
や

メ
ダ
カ
の
世
話
・
隣
組
の
仕
事
・
家
人
か
ら
派
生
し

た
人
と
の
か
か
わ
り
、
そ
し
て
書
き
物
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
楽
し
く
取
り
組
め
て
い
る
の
で
、〝
忙
人

老
い
ず
（
道
場
六
三
郎
さ
ん
の
造
語
）〞
老
い
た
と

は
感
じ
て
い
な
い
の
だ
が
、日
常
的
に
子
に
従
う（
若

い
人
の
い
う
こ
と
を
聞
く
）
よ
う
に
は
し
て
い
る
。

▼
「
お
父
さ
ん
、
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
よ
り
エ
ン
ジ
ン

ブ
レ
ー
キ
を
使
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
！
」
何
年
か
前

に
長
男
に
言
わ
れ
た
。
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
だ
け
だ
と

止
ま
る
際
に
「
カ
ク
ン
！
」
と
な
る
の
だ
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
、
は
じ
め
は
シ
フ
ト
レ
バ
ー
の
操
作
が
面

倒
だ
っ
た
が
、
慣
れ
る
と
ゆ
る
や
か
な
原
則
が
で
き

る
し
、
何
よ
り
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
の
摩
耗
が
少
な

い
。
▼
警
察
官
を
や
っ
て
い
る
教
え
子
が
パ
ト
ロ
ー

ル
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
最
高
に
う
れ
し

い
こ
と
の
一
つ
だ
。「
先
生
！
奥
さ
ん
に
も
言
っ
た

ん
で
す
が
、
最
近
、
こ
の
辺
で
車
上
荒
ら
し
が
増
え

て
い
る
ん
で
す
よ
。
湯
台
堂
・
五
反
田
・
谷
津
団
地

…
」
Ｍ
君
が
続
け
た
。「
そ
れ
か
ら
、
貴
金
属
や
洋

酒
を
買
い
取
り
に
来
た
男
が
、
家
人
の
ス
キ
を
見
て

商
品
券
を
盗
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」「
そ

う
け
？

じ
ゃ
あ
、
隣
組
に
（
世
帯
配
布
で
）
知
ら

せ
て
お
く
わ
」「
空
き
巣
な
ん
か
は
ど
う
な
ん
で
す

か
？
」
と
家
内
が
尋
ね
た
。「
常
磐
地
区
で
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
で
す
が
…
」「『
番
犬
で
も
飼
う
か
？
』

な
ん
て
話
し
た
ば
か
り
な
ん
だ
よ
ね
…
」と
私
。「
そ

れ
も
い
い
で
す
け
ど
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ

メ
ラ
、
ダ
ミ
ー
で
も
い
い
で
す
よ
。
百
均
に
置
い
て

あ
り
ま
す
か
ら
」
▼
と
い
う
こ
と
で
教
え
子
か
ら
聞

い
た
話
を
ま
と
め
て
コ
ピ
ー
し
、隣
組
各
戸
に
配
り
、

百
均
で
ダ
ミ
ー
カ
メ
ラ
を
…
▼
子
に
従
う
の
は
案
外

面
白
い
。

老
い
て
は
子
に
従
え

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-44-
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自然を生かし、松林に囲まれた丘陵コース 4/29（土・祝）～早朝プレー受付開始！

モーニングメニューをリニューアルしました！ 開場～９：３０料金：５００円（税込み）

̍  ̧ ฏ೔ ̑ ɼ̌̌̌ ԁ  ౔೔ॕ ̓ ɼ̌̌̌ ԁ
☮̌̑  ̧ ฏ೔ ̐ ɼ̌̌̌ ԁ  ౔೔ॕ ̑ ɼ̌̌̌ ԁ

˒ ೔̍̍ ̌૊ݶఆ˒
̓  ऴλʔンऴྃ࠷ ɿ̎ ·̌Ͱ

ɹϩοΧʔɾ͓ ෩࿊  ࢖༻ෆՄʢγϟϫʔͷΈ࢖༻Մʣ
͓৯ࣄ͸̎ ֊ϨετランͰɹ৯ࣄ୅ผ

ゴールデンウィ
ーク限定

5/3～6の
4日間

ͦͷଞͷ
ϓランも
͟͝い·͢

͝༧໿
ड෇த

˕͝༧໿ɾ͓ ໰い߹わͤ ����ʙ�����

☎0570-550-397 
〒�������� ઋ୆市ଠന۠ळ保町౬ࣈݩআ����
˝ৄ͘͠͸ϗʔϜϖʔδϔ ϗςϧਸ਼๟ 検索

˙ϗςϧ ʢൃؼΓʣ
೔ؼΓ������ઋ୆Ӻ౦͔ޱΒ௚ߦ�ແྉૹܴόεຖ೔ӡߦத�

˞ఆһʹͳΓ࣍ୈక੾Β͍͖ͤͯͨͩ·͢ͷͰɺ͓ ૣΊʹ͝༧໿͍ͩ͘͞ɻ˞ ಓ࿏ঢ়گʹΑΓ౸ண͕࣌ؒมಈ͢Δ৔߹͕͍͟͝·͢ɻ

˙ઋ୆Ӻ౦ޱ ʢൃ͖ߦʣ
೔ؼΓ ����

ϥϯνϏϡοϑΣ։࠵ʂ
೔ؼΓೖཋʴϥϯνϏϡοϑΣ

Թઘʹつ͔ͬͯ ɺϥンν͠ ͯɺΰーϧデン΢ΟーΫ͸େຬ଍��
�����ʙ�����ͷϩϯάεςΠ

3,000円
お子様

（3歳～小学生）
お一人様5,570円大人

お一人様
ೖཋ࣌ؒ��ɿ��ʙ��ɿ��  ϥϯνϏϡοϑΣ��ɿ��ʙ��ɿ��ʢ࠷ऴೖ৔øúɿ÷÷ʣ

（税込） （税込）

ιϑτυϦϯΫҿΈ์୊෇̇
˞ϥϯνઐ༻ϝχϡʔͷͨΊ॓ധ࣌ͷϝχϡʔͱ͸಺༰͕ҟͳΓ·͢ɻ
˞όελΦϧʢϨϯλϧʣ���ԁɺখλΦϧʢൢചʣ���ԁɻ
ͱͳΓ·͢ɻؒ޿会৔͸େܜٳ͝˞

༧໿੍

国道289

↑平

↓東京
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磐
常
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田
植

駅
来
勿

道
車
動
自
磐
常

ాਓ
͓;͘Ζͷ॓

◆主な営業時間
　チェックイン１５:００～

チェックアウト１０:００
◆入浴

１１:００～１９:００
◆休館日
　毎週水曜日 

緑豊かな山里でゆったり楽しむ緑豊かな山里でゆったり楽しむ

いわきాࢢ人ொཱྀ人字৲�1ߐ
ὸ0���	��
���1

˙ຊɹɹళ
ɹ͍Θ͖ࢢฏԼࣈٱߴԼݪ��ɹὸ�����������ɹ
ɹӦؒ࣌ۀɹ�࣌ʙ��࣌೥தແٳ
˙͍Θ ɾ͖ΒɾΒɾϛϡ΢ళ
ɹ͍Θ͖ࢢখ໊඿ୢາொ���� ὸ������������
ɹӦؒ࣌ۀɹ�࣌ʙ��࣌�

˕͓౔࢈ʹɻ͓ ͭ·Έʹɻ͓ ΍ͭʹɻ
˕ඒຯ͍͠ࢼ৯ͷ͝ఏڙ
ళฮ͍޿௚ͷ࢈৔޻˕
˕҆શɾ̓ ৺Λ͓ಧ͚͠·͢

シーフードケーキ「創作かまぼこ」のお店
GWは

お得なセット
あります

GWは
お得なセット
あります

ࣗવͷதͰ૲Ֆͱ਌ Ή͠εϖʔε

ࢁݟ໺Ֆߴ
いわき市内郷高野町広萱1　☎0246-27-2537
http：//www13.plala.or.jp/kohya-hanamiyama/

k-hanami@teabreak.jp

Ӧۀͷ͝Ҋ಺
営業時間  ４～７月・９月 AM ～PM
　　　　 月・ 月・３月 AM ～PM
休 園 日  不定休（悪天候の日と８月・12～２月は休園）
入 園 料
　年間券 1,500円（発行日から1年間有効）
一日券

大人（中学生以上）
こども（小学生）

一　般
500円
100円

団体（20名様以上）
200円
100円

自然豊かないわきの「花の名所」
ɹߴ໺ՖࢁݟͰ͸౻ɺԴ୮ɺᢴༀɺ

ϋφϛζΩɺππδɺϠϚϘ΢シɺͦͷ΄͔ɺ
200छΛӽ͑Δ૲Ֆ͕࢛قΛ௨ָͯ͡͠Ί·͢ɻ
·ͨɺͷΜͼΓͱՖΛѪͰΔ͜ͱ͕ߴ໺Ֆࢁݟͷ

ίンセϓトͷͻͱつͰ͢ɻԂ಺֤所ʹ౦԰΍େきͳՖݟ台͕͋Γɺ
Ώͬ͘ΓͱՖΛோΊΔ͜ͱ͕Ͱき·͢ɻ

い੾ͬͯͷΜͼΓɺࢥいΒͬ͠Όい·ͨ͠Βɺʹࢁݟ໺Ֆߴ
Ώͬ͘Γ͓աͩ͘͝͠͞いɻ

☎������������
ೋຊদࢢ୔দ૔�൪஍
IUUQ���UPIPLV�TBGBSJQBSL�DP�KQ�

౦๺ಓೋຊদ*$ΑΓंͰ��෼

͍Θ͖ࢢฏೆന౔ࣈീοࡔ���ɹὸʢ����ʣ��ô����
㍿

ʲडߨྉ  r��
���ԁʢϘʔϧ୅ࠐʣ
ʲ࣌ɹؒ  rᶃ࣌�ޙޕʙ�࣌��෼
ɹɹɹ  ᶄ࣌�ޙޕʙ�࣌��෼

ʲ։ߨ೔ʳ̑ ݄��೔ʢ౔ʣ
˞εΫʔϧத͸ʮീοࡔ会һʯѻ͍ʹͳΓ·͢

��िͰϨϕϧΞοϓʂ
୹ूظதεΫーϧੜืू
ຖि౔༵ɺि̍ ճɺ��िͷεΫʔϧͰ͢ɻ
ΰϧϑΛ͸͡ΊͯΈ͍ͨɺ΋͏Ұ౓جຊ
͔Βֶͼ͍ͨɺ̓ ఆͨ͠εΠϯάΛ਎ʹ
͚͍ͭͨํͳͲɺͥ ͻ͝ࢀՃԼ͍͞Ň

ʲืूཁ߲  rジュニアエンジョイコース
ɹɹɹ ɹ ର৅ɿখֶ̐ ೥ʙதֶੜ
ɹ˒ΰϧϑʹ਌͠Έɺָ͠Έͳ͕Βɺ
ɹɹ৺਎ͱ΋ʹ੒௕Ͱ͖ΔࣨڭͰ͢ʂ

ʲྉɹɹۚ  r月3,000円ʢϘーϧ୅ࠐʣ
ʲ։ߨ೔࣌  r毎週日曜日
ɹɹɹɹɹޕલ��࣌��෼ʙ��࣌��෼ 

八ッ坂ジュニアゴルフクラブ八ッ坂ジュニアゴルフクラブ
毎週日曜開講・生徒随時募集中！

家族と 仲間と
　　どう過ごす？ 〝ゴールデンウィーク〟がやって来ます♪

※引き続き感染症予防に取り組み、お出かけの際は
　感染症対策を行い、感染拡大防止に努めましょう。

　観光？ グルメ？ それともスポーツ？
春の行楽におすすめの、市内外のレ
ジャー、宿泊施設を紹介します♪

ɹݸॲ͔Β̍̓̏߸ʢ̎̌̎̍೥݄̒ʣ͔Β
ըՈɾイϥストϨーλーۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰͍ͯ͠·͢ɻ
ɹۚᖒ͞Μ͸͍Θ͖ࢢ໪དྷொग़਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺ͍Θ͖ࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։͍ͯ͠࠵·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνー
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷ͍ئͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘ͍ͯ·͢ɻ
ɹͥͻදࢴ΍ɺ͚͢Μͷインλビϡー΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

˟̓̍̕ʵ̔̍̏̍�ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
͍Θ͖ࢢৗ൬্໼ాொ̏̍ా׎ʵ̏
͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲかΒʯฤूࣨ

ϝʔϧ͸ BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ まͰ
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株式会社いわき民報社 販売部
TEL 0246-38-7171  FAX 0246-38-7159
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp

いわきຽใ͝ߪಡについての
お໰い߹わせ、おਃしࠐみは

いわき市಺の৘ใがຬࡌ!! をߪಡしませんか?
˔λϒϩイυ൑
˔೔༵೔ɾץٳ೔Ҏ֎ຖ೔ൃߦ
ಡྉɿ݄ߪ˔ ֹ�
���ԁʢ੫ࠐʣ

�िؒແྉͰɺࢼಡࢴΛ഑ୡ͠·͢

大
日
寺

ฏࢠਖ਼͞ࢠΜ（খ໊඿ॅࡏ）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉʹͯ
ʵ �� ʵ

個処͔Βみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「傘」「にぎる」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』
　もしくは『いわき民報』でのみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。
☎0246（38）7171
MAIL news.koko_@iwaki-minpo.co.jp
　〒971‐８１３１
　いわき市常磐上矢田町叶作13-3
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

墨と水の世界墨と水の世界
水墨画教室講師　園部榮一（植田町在住）

　妻が時々日にちを間違えるので、日めくりのカレンダー

をトイレに置いた。なぜトイレかと言うと、毎日必ず行く

ところだからである。

　そのカレンダーの標語に「渡る世間に鬼はない」とあっ

た。同感である。これまで人との交わりの中で、殆どの人

に支え、助けられて過ごしてきた。いい人生だったと思う。

今の世の中、あえて鬼が居るというならば、 コロナと戦争

か。いずれも早く終息すればいいと願っている。

佰
弐
拾
四

カ
レ
ン
ダ
ー仙

境

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈ෋Ԭ޲���

5FM������������� 'BY�������������
IUUQ���XXX�POBIBNB�ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いわき厚生会
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660
FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
●施設入所        ●通所リハビリテーション
●ショートステイ ●訪問リハビリテーション

等のサービスを承っております
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 在宅訪問診療応じます

（順不同）
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。

15

〜

不

明
、潜
在
〜
、

自
〜
過
剰
。

16

リ
ト
マ

５

医
師
が
患
者
の
も
と

に
出
向
い
て
診
察
す
る
こ

と
。

７

海
藻
類
な
ど
に
含
ま

れ
る
〜
素
は
体
に
必
要
な

ミ
ネ
ラ
ル
。

10

こ
れ
が
緩
む
と
す
ぐ

に
泣
い
て
し
ま
い
ま
す

ね
。

11

大
豆
を
発
酵
さ
せ
て

作
る
調
味
料
。
信
州
〜
、

八
丁
〜
。

ス
試
験
紙
で
青
色
が
赤
色

に
な
る
の
は
〜
性
。

17

主
な
漁
獲
地
は
北
海

道
。
ク
リ
ガ
ニ
科
の
甲
殻

類
で
す
。

19

細
胞
〜
、
〜
融
合
、

〜
兵
器
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

２

脳
内
で
新
し
い
記
憶

に
関
す
る
役
割
を
担
う
部

分
は
？

５

強
い
毒
素
を
持
ち
食

中
毒
を
引
き
起
こ
す
「
〜

１
５
７
」。

６

初
め
て
行
く
医
療
機

関
で
支
払
い
が
必
要
で

す
。

８

人
の
身
長
と
同
じ
大

き
さ
の
こ
と
。
〜
大
、
〜

仏
。

９

ウ
コ
ン
な
ど
に
含
ま

れ
る
黄
色
い
色
素
成
分

は
？

14

脈
拍
の
リ
ズ
ム
が
お

か
し
く
な
る
〜
脈
。

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

食
べ
物
を
飲
み
込
み

や
す
く
す
る
た
め
に
か
み

砕
く
こ
と
。

２

〜
症
は
大
量
の
食
べ

物
を
次
々
と
口
に
す
る
摂

食
障
害
。

３

〜
性
は
英
語
で
「
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
」
で
す
。

４

テ
ノ
ー
ル
と
バ
ス
の

中
間
の
声
域
は
？

� � � � �

� �

� �� ��

��

�� �� �� ��

�� �� ��

�� ��

�"

#

$

%

&

'

(

え
答

&

(

%

�
$

#

��
�"

'

16

こ
れ
を
行
う
際
、
手

を
握
っ
て
血
管
を
明
確
に

し
ま
す
。

18

神
経
や
細
胞
膜
に
作

用
し
て
筋
肉
の
動
き
を
弱

め
る
〜
剤
。

20

燃
料
用
の
気
体
。
〜

コ
ン
ロ
、
プ
ロ
パ
ン
〜
。

21

重
陽
の
節
句
は
こ
の

花
の
お
酒
を
飲
ん
で
健
康

祈
願
し
ま
す
。

22

た
ば
こ
が
燃
え
る
と

発
生
す
る
粘
液
の
こ
と
。

え
答

ア
シ
ユ

ム

ム

シ

タ

ツ
クダマ ジ

サク ン
ス

リ

リ

ツ

キ
ユ
ウ

ツ
チ

バ

バ

ン
ドウ

オ
ツ
カ

ウ
リ

カ
シ
ツ

シ
ケ
ン

ウ

ウ

チ
ミ
サ
カ
ンケ

ガラ

キ
ン
シ

日本の神仏占い 　ਆ༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩ͘
͍ͬͯ͞·͢ɻͦͷਆ༷͸࣌ʹਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻࠓ
݄ͷϝοηʔδ͸ԿͰ͠ΐ͏ʁ 占い師・ミエル 　　http://www.mielstar.jp/
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く
。
古
い
も
の
ご
と
を
手
放
し

た
ら
、
新
た
に
必
要
な
も
の
が
つ
か
め
る
の
で
す
。
過
去
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
前
を
見
つ
め
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
必
ず
新
た

な
幸
運
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っ
て
き
ま
す
。◇
幸
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ツ
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。

                                                     

昨
日
と
今
日
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
変
化
は
確
実
に
起
き
て
い
ま
す
。
１
日

１
ミ
リ
の
変
化
で
も
、
人
生
を
通
せ
ば
大
き
な
違
い
と
な
る
の
で
す
。

◇
幸
運
の
鍵
：
夜
は
紫
外
線
を
受
け
た
肌
の
お
手
入
れ
を

２
月
生
【

　
　
　
　】

磐

　
　長

　
　姫

（
い
わ
な
が
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ン
ス
は
思
わ
ぬ
時
に
や
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
ま
す
。
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
な
っ
た
時
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
万
全
の
準
備
を
。

体
調
を
整
え
て
、
い
つ
で
も
ベ
ス
ト
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る

よ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
早
め
に
起
き
て
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

３
月
生
【

　
　
　
　】

神

功

皇

后

（
じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
と
比
べ
て
落
ち
込
ん
で
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
ま
せ
ん
か
？
野
山
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
花
々
が
咲
く
よ
う
に
、
あ
な
た
に
は
あ
な
た
ら
し
い
花
が
咲
い
て

い
ま
す
。
そ
の
花
に
気
づ
い
て
あ
げ
て
、
そ
の
花
を
も
っ
と
輝
か
せ
ま

し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
ア
ウ
ト
ド
ア
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

４
月
生
【

　
　
　
　】

大

山

祇

神

（
お
お
や
ま
つ
み
の
か
み

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
分
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
が
現
れ
ま
す
。
で
す
が
、
ど

ん
な
人
生
を
歩
み
た
い
の
か
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
と
、

道
に
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
の
10
年
計
画
を
立
て
て

み
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
持
ち
歩
く

５
月
生
【

　
　
　
　】

岐

　
　の

　
　神

（
く
な
ど
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
に
は
様
々
な
誘
惑
が
待
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
そ
の
誘
惑
を
断
ち

切
る
た
め
に
は
強
い
意
志
よ
り
、
他
で
気
を
紛
ら
わ
せ
て
目
に
入
れ

な
い
こ
と
。
意
思
の
強
さ
は
そ
う
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。
誘
惑
を
な

る
べ
く
遠
ざ
け
て
。◇
開
運
の
鍵
：
眺
め
の
良
い
カ
フ
ェ
で
過
ご
す

６
月
生
【

　
　
　
　】

不

動

明

王

（
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
強
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
怖
気
付
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

気
持
ち
で
負
け
る
と
本
当
の
力
が
出
せ
な
い
の
で
す
。
負
け
そ
う
に

な
っ
て
も
最
後
に
は
逆
転
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
ど
ん
な
時
も
し
て

お
い
て
。◇
開
運
の
鍵
：
緊
迫
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を
見
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

建
御
雷
之
男
神

（
た
け
み
か
ず
ち
の
お
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
光
が
差
し
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
に
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
て
も
、

そ
れ
は
妬
み
や
僻
み
で
す
。
堂
々
と
光
の
下
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
幸
運
と
成
功
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。◇
開
運

の
鍵
：
手
元
に
置
く
の
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
似
合
う
も
の
に
す
る

８
月
生
【

　
　
　
　】

天
照
大
御
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
バ
ル
が
登
場
し
て
も
、
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

イ
バ
ル
対
策
ば
か
り
考
え
な
い

こ
と
。
日
々
考
え
事
の
中
心
に
ラ
イ
バ
ル
を
置
い
て
し
ま
う
と
、
本
来

歩
む
べ
き
道
を
踏
み
外
し
か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
ペ
ー
ス
を
保
ち
、
こ

れ
ま
で
通
り
淡
々
と
。◇
開
運
の
鍵
：
ラ
イ
バ
ル
の
分
も
幸
運
を
祈
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

建
御
名
方
神

（
た
け
み
な
か
た
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
境
地
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ

                                                     

り
そ
う
で
す
。
最
初
は
こ
れ
ま

で
と
勝
手
が
違
っ
て
戸
惑
い
そ
う
。
で
す
が
、
新
た
な
刺
激
で
眠
れ

る
力
が
開
花
し
ま
す
。
思
っ
て
も
い
な
い
才
能
や
可
能
性
が
見
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
長
い
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
み
る

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
熟
し
た
考
え
方
が
幸
運
の
鍵
。

                                                      

今
は
、
競
い
合
う
よ
り
協
力
し

合
っ
て
、
独
占
す
る
よ
り
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
あ
な
た

の
元
へ
は
様
々
な
方
面
か
ら
た
く
さ
ん
の
実
り
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
玄
関
に
季
節
の
花
を
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
生【

　
　
　
　】

豊
受
大
御
神

（
と
よ
う
け
の
お
お
み
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
か
を
行
っ
た
ら
片
付
け
ま
で

                                                     

は
し
っ
か
り
と
。
特
に
周
囲
の

人
々
へ
の
感
謝
は
言
葉
だ
け
で
な
く
、
お
礼
の
品
も
添
え
ま
し
ょ
う
。

す
る
と
、
ま
た
次
に
何
か
す
る
時
も
大
き
な
支
援
が
も
ら
え
る
で
し

ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
手
帳
に
人
と
の
会
話
を
記
録
し
て
お
く

12
月
生【

　
　
　
　】

事

代

主

神

（
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み
）

����೥ɹ�݄

少

彦

名

命

（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）

　　http://www.mielstar.jp/

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
３
人
に
、
い
わ
き
民

報
社
提
供
の
「
図
書
カ
ー

ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０

円
）」
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン

4
月
号
の

　
　
当
選
者

下
山
田
久
子
（
植
田
）
片

寄
隆
司
（
好
間
）
高
野
順

（
四
倉
）
丹
野
文
恵
（
平
）

石
山
美
樹
（
石
森
）
さ
ん

※
賞
品
は
当
選
者
に
直
接

郵
送
い
た
し
ま
す
。

ト
し
ま
す
。

  

図
書
カ
ー
ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

は
全
国
の
取
り
扱
い
書
店

で
使
用
で
き
、
本
や
雑
誌

が
購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

  

希
望
者
は
は
が
き
に
①

ク
イ
ズ
の
答
え
②
ア
ン

ケ
ー
ト
「
と
っ
て
お
き
の

お
気
に
入
り
ス

イ
ー
ツ
は
？
」
へ

の
答
え
③
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
５
月

８
日
ま
で
編
集

室
（
下
記
参
照
）

へ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
当
日
必
着
で

す
。

�̑月のいΘきࢢ಺֗಄݂ݙ予ఆ�

� ೔� 11:30～16:30
　　　ヨークベニマル谷川瀬店

̑ ೔ 9:００～13:30
　　　  大東銀行植田支店隣
　　　 （植田歩行者天国会場）

��೔ 9:00～16:30
　　　小名浜市民会館

問͍߹Θͤɹ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηンλー͍Θ͖ग़ு所ɹ����ʢ��ʣ����

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）
※献血予約専用フリーダイヤル 0120（３９）８３４３
　で事前に予約するとスムーズです。ウェブサイトからも予約可

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス

ͯͤࡌΛࠂ޿
み·ͤΜ ʁ͔

5&-ɽ��������������'"9ɽ������������
広ࠂ෦ ̚-mail  aEW@iwaki-minpo.Do.jp

いͯͷ͝࿈བྷઌͭʹࠂ޿

ಡऀͱ
ͭ る͘৘ใࢴ

こ 　　  ここ 　　  こ

個処͔Β

「
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）」

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
わ
き
民
報
社
提
供

�໊༷

ト
、写
真
な
ど
の
作
品
は
、

い
わ
き
民
報
本
紙
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。




